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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 9日 (2007.4.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 　 図 ９ に 示 す よ う に 、 チ ャ ー ト ５ ５ の 中 心 点 Ｍ ０ に は 、 ピ ン ホ ー ル 加 工 が 施 さ れ て い
　 　 る 。 ま た 、 中 心 点 Ｍ ０ を 中 心 と す る 輪 帯 上 の ８ 点 （ Ｍ １ ～ Ｍ ８ ） に も 、 ピ ン ホ ー ル 加
　 　 工 が 施 さ れ て い る 。 こ の ８ 点 は 、 等 間 隔 で 設 け ら れ て い る 。
　 　 　 対 象 レ ン ズ 系 Ｔ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 レ ン ズ 系 ５ ６ ， ５ ９ と 、 玉 枠 ５ ７ と 、 本 体
　 　 側 の 取 付 部 ５ ８ と 、 調 整 治 具 ６ ０ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 玉 枠 ５ ７ は 、 レ
　 　 ン ズ 系 ５ ６ を 固 定 し て 保 持 す る と と も に 、 レ ン ズ 系 ５ ９ を 移 動 可 能 に 保 持 す る 。 取 付
　 　 部 ５ ８ は 、 玉 枠 ５ ７ を 差 し 込 む こ と が 可 能 な 構 造 を 有 し 、 玉 枠 ５ ７ を 固 定 さ せ る 。 調
　 　 整 治 具 ６ ０ は 、 本 体 側 の 玉 枠 ５ ７ の 上 部 に お い て 、 調 整 対 象 の レ ン ズ 系 ５ ９ に 接 触 す
　 　 る 。
　 　 　 光 源 ５ ０ か ら 出 射 し た 光 は 、 Ｎ Ｄ フ ィ ル タ ５ ２ を 経 由 し 、 コ リ メ ー タ レ ン ズ ５ ３ を
　 　 介 し て 平 行 さ れ る 。 平 行 、 チ ャ ー ト ５ ５ に 入 射 す る 。 チ ャ ー ト ５ ５ に 入
　 　 射 し た 平 は 、 中 心 点 Ｍ ０ に 形 成 さ れ た ピ ン ホ ー ル を 通 過 す る 。 更 に 、 平
　 　 は 、 輪 帯 上 に 形 成 さ れ た ８ 点 （ Ｍ １ ～ Ｍ ８ ） の ピ ン ホ ー ル を 通 過 す る 。 よ っ て 、
　 　 チ ャ ー ト ５ ５ か ら は 、 合 計 ９ 本 の 光 線 が 射 出 さ れ る 。 こ の ９ 本 の 光 線 が 対 象 レ ン ズ 系
　 　 Ｔ を 通 過 し て 、 任 意 の 位 置 の 像 面 ６ １ に 入 射 す る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 更 に 、 図 ８ に 示 す 光 学 ユ ニ ッ ト 光 軸 調 整 装 置 で は 、 像 面 ６ 下 方 に 、 顕 微 鏡 レ ン
　 　 ズ ６ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 更 に 下 方 に は Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ６ ３ が 配 置 さ れ て い る
　 　 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ６ ３ は 、 そ の 受 像 面 が 光 軸 に 垂 直 に な る よ う に し て 設 置 さ れ て い
　 　 る 。 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ６ ３ に は 、 焦 点 合 わ せ の た め に 、 光 軸 方 向 に 移 動 可 能 な フ ォ ー カ ス
　 　 軸 ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。
　 　 　 顕 微 鏡 レ ン ズ ６ ２ 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ６ ３ 、 及 び フ ォ ー カ ス 軸 ６ ４ は 、 Ｘ － Ｙ テ ー ブ ル
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　 　 に 搭 載 さ れ て い る 。 こ の Ｘ － Ｙ テ ー ブ ル は 、 粗 調 心 二 軸 ６ ５ に よ っ て 動 く 。 そ し て 、
　 　 粗 調 心 二 軸 ６ ５ を 動 か す こ と に よ っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ６ 像 面 内 に 像 を と ら え る
　 　 こ と が で き る 。
　 　 　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 光 学 ユ ニ ッ ト 光 軸 調 整 装 置 で は 、 平 行 光 Ｒ ’ の ほ と ん ど は 、
　 　 チ ャ ー ト ５ ５ に よ っ て 遮 断 さ れ 、 ９ 個 の ピ ン ホ ー ル を 通 過 し た 光 線 の み が 射 出 さ れ る
　 　 。 よ っ て 、 ９ 個 の ピ ン ホ ー ル 像 の み が 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ６ ３ に 結 像 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 本 発 明 の 光 学 ユ ニ ッ ト 光 軸 調 整 装 置 に よ れ ば 、 偏 心 量 に 対 す る 検 出 感 度 が 高 い レ ン
　 　 ズ 有 効 径 付 近 を 使 っ た 被 調 整 レ ン ズ の 光 軸 調 精 度 に 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
　 　 　 ま た 、 被 調 整 レ ン ズ が 変 わ っ て も チ ャ ー ト を 交 換 す る 必 要 が な く 、 段 取 り 作 業 も 発
　 　 生 し な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 光 学 ユ ニ ッ ト 光 軸 調 整 装 置 で は 、 被 調 整 レ ン ズ 系 の 結 像 倍 率 等
　 　 を 考 慮 し 、 照 射 す る 連 続 パ タ ー ン の う ち 少 な く と も １ つ の 連 続 パ タ ー ン の 幅 を 制 御 し
　 　 て い る 。 そ の た め 、 複 数 の 被 調 整 レ ン ズ 系 を 、 共 通 の チ ャ ー ト を 使 っ て 調 整 で き る 。
　 　 す な わ ち 、 チ ャ ー ト を 交 換 す る 回 数 を 極 力 少 な く す る こ と が で き る 。
　 　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 光 学 ユ ニ ッ ト 光 軸 調 整 装 置 で は 、 照 射 す る 連 続 パ タ ー ン の う ち 、
　 　 少 な く と も １ つ の 連 続 パ タ ー ン の 相 対 位 置 を 可 変 に し て い る 。 こ の よ う に す れ ば 、 被
　 　 調 整 レ ン ズ 系 の 有 効 径 の 大 き さ に 合 わ せ て 、 連 続 パ タ ー ン の 位 置 調 う こ と が で
　 　 き る 。 そ の た め 、 チ ャ ー ト を 交 換 す る 必 要 が な く な る の で 好 ま し い 。
　 　 　 な お 、 光 学 ユ ニ ッ ト と は 、 少 な く と も 一 つ の 例 え ば レ ン ズ な ど の 光 学 素 子 で 構 成 さ
　 　 れ る 光 学 部 材 を い う 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 　 ま た 、 被 調 整 レ ン ズ 系 １ ５ は 、 枠 １ ０ を 介 し て 保 持 手 段 ６ 上 に 保 持 さ れ て い る 。 保
　 　 持 手 段 ６ 上 に は 、 移 動 手 段 ５ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 移 動 手 段 ５ を 介 し て 、 調 心
　 　 治 具 ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 調 心 治 具 ８ は 、 被 調 整 レ ン ズ 系 １ ５ の レ ン ズ 系 ９ に 接
　 　 触 し て い る 。
　 　 　 調 心 治 具 ８ は 、 移 動 手 段 ５ と 連 結 さ れ て い る 。 よ っ て 、 移 動 手 段 ５ の 動 き は 、 調 心
　 　 治 具 ８ を 介 し て 被 調 整 レ ン ズ 系 ９ に 伝 わ る こ と に な る 。 す な わ ち 、 移 動 手 段 動
　 　 さ せ る こ と よ っ て 、 被 調 整 レ ン ズ 系 ９ を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 　 　 移 動 手 段 ５ は 、 被 調 整 レ ン ズ 系 １ ５ の 光 軸 と 直 交 す る Ｘ － Ｙ 方 向 に 移 動 可 能 に な っ
　 　 て い る 。
　 　 　 被 調 整 レ ン ズ 系 １ ５ の 下 方 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ １ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動
　 　 手 段 ７ は 、 被 調 整 レ ン ズ 系 １ ５ の 光 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 可 動 部 を 備 え て い る 。 こ の 可
　 　 動 部 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ １ ２ を 保 持 し て い る 。 よ っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ １ ２ は 、 光 軸 方 向
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　 　 に 移 動 可 能 に な っ て い る 。
　 　 　 こ れ ら 光 源 １ 、 ピ ン ホ ー ル 板 ２ 、 コ リ メ ー タ レ ン ズ ３ 、 チ ャ ー ト ４ 、 枠 １ ０ 、 被 調
　 　 整 レ ン ズ 系 １ ５ 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ １ ２ は 所 定 の 基 準 軸 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 　 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｘ － Ｙ 方 向 の 直 線 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 交 点 Ｐ １ 、 Ｐ ２
　 　 を 検 出 す る 。 そ し て 、 交 点 Ｐ １ 、 Ｐ ２ か ら 仮 想 の 線 Ｌ １ に 垂 線 を 引 き 、 深 さ １ 及 び 深
　 　 さ ２ を 算 出 す る 。 同 様 に 、 Ｘ － Ｙ 方 向 の 直 線 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 交 点 Ｐ ３ 、 Ｐ ４ を
　 　 検 出 す る 。 そ し て 、 交 点 Ｐ ３ 、 Ｐ ４ か ら 仮 想 の 線 Ｌ ２ に 垂 線 を 引 き 、 深 さ ３ 及 び 深 さ
　 　 ４ を 算 出 す る 。
　 　 　 算 出 さ れ た 深 さ １ 、 深 さ ２ 、 深 さ ３ 、 深 さ ４ の 平 均 化 を 行 い 、 平 均 し た 値 を 被 調 整
　 　 レ ン ズ 系 １ ５ の 歪 み 量 と す る 。
　 　 　 演 算 処 理 部 １ ４ は 、 算 出 さ れ た 歪 み 量 に 基 づ き 、 移 動 手 段 ５ の 移 動 量 を 算 出 す る 。
　 　 演 算 処 理 部 １ ４ か ら の 指 示 に よ り 移 動 手 段 ５ を 移 動 さ せ る と 、 調 心 治 具 ８ を 介 し て レ
　 　 ン ズ 系 ９ が 移 動 す る 。
　 　 　 本 実 施 形 態 で は 、 高 精 み 量 を 算 出 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 レ ン ズ 系
　 　 ９ の 位 置 調 整 （ 移 動 ） は 、 基 本 的 に は 一 回 で 済 む 。 な お 、 移 動 後 の 位 置 に お い て 、 再
　 　 度 直 線 パ タ ー ン を 撮 像 し て 、 歪 み 量 を 測 定 す る 。 そ し て 、 歪 み 量 が 予 め 設 定 さ れ た 規
　 　 格 内 に 収 ま っ て い る 事 を 確 認 す る の が 好 ま し い 。
　 　 　 な お 、 よ り 高 い 精 度 で 、 レ ン ズ 系 ９ の 位 置 決 め を 行 う に は 、 上 記 動 作 を 繰 り 返 し 行
　 　 う の が よ い 。 そ こ で 、 演 算 処 理 部 １ ４ は 、 検 出 さ れ る 歪 み 量 が 設 定 さ れ た 規 格 内 に 収
　 　 ま る よ う に 、 歪 み 量 の 算 出 と レ ン ズ 系 ９ の 移 動 を 繰 り 返 し 行 う 処 理 を 行 っ て も 良 い 。
　 　
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 本 実 施 形 態 の 光 学 ユ ニ ッ ト 光 軸 調 整 装 置 に よ れ ば 、 被 調 整 レ ン ズ 系 の 有 効 径 付 近 を
　 　 使 っ た 検 出 感 度 の 高 い 調 整 が 可 能 と な る 。 ま た 、 直 線 パ タ ー ン の 線 幅 を 可 変 と し た こ
　 　 と で 、 被 調 整 レ ン ズ 系 が 換 わ っ て も チ ャ ー ト を 交 換 す る 必 要 が な く な る 。
　 　 　 な お 、 図 ６ に 示 し た よ う な 四 角 形 状 の 直 線 パ タ ー ン の 場 合 に は 、 直 線 パ タ ー ン の 相
　 　 対 位 置 を 可 変 と す る 可 変 機 構 を 備 え る の が よ い 。 そ の よ う に す れ ば 、 被 調 整 レ ン ズ 系
　 　 の 有 効 径 の 大 き さ に 合 わ せ て 、 連 続 パ タ ー ン の 位 置 調 う こ と が で き 、 チ ャ ー ト
　 　 を 交 換 す る 必 要 が な く な る 。
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